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1. はじめに 

1.1. 本資料の目的 

本資料では、Kaspersky Endpoint Security for Business におけるポリシー、およびタスクの目的別の設定

についてご説明します。 

ポリシー、タスク設定の考え方については、別資料「ポリシー・タスクの考え方 KSC/KES 対応版」をご参照くださ

い。 

 

各種資料は以下サイトから閲覧、ダウンロードすることができます。 

法人のお客様向けダウンロード資料 (https://kasperskylabs.jp/biz/) 

 

  

https://kasperskylabs.jp/biz/
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2. デバイスのパフォーマンス改善 

2.1. スキャン対象形式を調整する 

スキャンの対象を減らすことでパフォーマンスが改善されることがあります。 

また、実行スケジュールでスキャンの間隔や時間帯を調整する方法（「4.タスクのスケジュール設定」参照）もご

検討ください。 

 

ここでは、スキャンの対象をファイル形式によって調整する方法についてご説明します。 

「Kaspersky Endpoint Security（KES）」ではスキャンの対象を以下の 3 種類から選択できます。 

 

・すべてのファイルをスキャン - スキャン対象がもっとも多く完了まで時間がかかる可能性がありますが、高いセキ

ュリティを保つことができます。 

・ファイル形式でファイルをスキャン - ファイルヘッダを精査し感染の可能性のあるファイル形式のみスキャンします。

既定ではこの設定が選択されており、セキュリティとパフォーマンスのバランス

が取られています。 

・拡張子でファイルをスキャン - ファイルヘッダは確認せずファイル名の拡張子のみで感染の可能性のあるファイ

ル形式かを判断し、スキャンします。ファイル名の拡張子が変更されていると、感

染の可能性があるファイル形式であってもスキャンがスキップされる可能性があり

ます。 

 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 
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(2) 「脅威対策」-「ファイル脅威対策」セクショ

ンを開きます。 

右画面にて「セキュリティレベル」欄内の「設

定」をクリックします。 

 

(3) 「全般」タブの「ファイル種別」欄で対象を

選択します。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 

 

 

本節は以上です。 
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2.2. 新規作成または更新されたファイルのみをスキャン対象にする 

スキャンの対象を新規作成または更新されたファイルに限定することで、スキャン対象を減らすことができます。この

機能によりスキャンのパフォーマンスを向上させることができます。 

既定では有効になっています。 

（本機能が有効な場合、iSwift/iChecker 方式でのスキャンは行われません） 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

(2) 「脅威対策」-「ファイル脅威対策」セクショ

ンを開きます。 

右画面にて「セキュリティレベル」欄内の「設

定」をクリックします。 
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(3) 「パフォーマンス」タブを開き、「新規作成ま

たは更新されたファイルのみスキャン」にチェ

ックを入れます。 

 

(4) 「詳細」タブを開き、「スキャン技術」欄でそ

れぞれの有効/無効を設定します。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 
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2.3. クライアントと管理サーバーの同期間隔を変更 

ネットワークエージェントは、定期的に管理サーバーに接続してデバイスの情報やステータスの送信、ポリシーなど

設定に更新があるか確認しています。管理下のクライアント台数などにより、この同期が管理サーバーのパフォーマン

スやネットワークトラフィックに影響を及ぼす可能性があります。 

この確認の間隔を延ばすことで、ネットワークと管理サーバーにかかる負荷を抑えることができます。初期設定では

15 分間隔となっています。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KSC

ネットワークエージェント」のポリシーを右クリ

ックして「プロパティ」を選択します。 

 

 

(2) 「接続」-「ネットワーク」セクションを開きま

す。 

右画面にて「同期間隔」の値を設定しま

す。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 

 

 

本節は以上です。 
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2.4. デバイスへの定義データベース配信に伴う管理サーバー負荷を軽減 

デバイスへの定義データベースの配信は、既定で管理サーバーから行われます。 

同時に実行する台数が多い場合、パフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。 

タスクの実行を分散化することで管理サーバーやネットワークの負荷を軽減できる可能性があります。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

(2) 「スケジュール」セクションを開きます。 

「実行予定」を「N 時間ごと」など定期的に

実行する設定に変更します。 

 

同じ画面で、「タスクを実行するまでの時

間を自動的に設定する」をオフにして、「タ

スクを次の時間にランダムに実行する」をオ

ンに設定し、時間を入力します。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 
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⚫ ランダム実行時間、クライアント台数とアップデートのタイミングについて 

 ランダム実行時間：L 分 

 クライアントの台数：N 台 

 アップデートのタイミング： [ L / N ]分間隔 

 例：ランダム実行時間：100 分 

    クライアントの台数：50 台 

       開始時刻：09:00:00 

 

9:00:00 開始 9:02:00 開始 9:04:00 開始  10:38:00 開始 

   

・・・・・・ 

 
1 台目 ２台目 3 台目  50 台目 

 

 

本節は以上です。 
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3. ネットワーク設定 

3.1. ファイアウォール設定 

使用可能なネットワークを設定するネットワークの動作をファイアウォールで監視するネットワークの設定を行いま

す。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

(2) 「脅威対策」-「ファイアウォール」を開きま

す。 

右画面にて「使用可能なネットワーク」の

「設定」をクリックします。 
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(3) 「ファイアウォール」画面が表示されます。 

「ネットワーク」タブを開き、「追加」をクリック

します。 

 

(4) 「ネットワーク接続」画面が表示されます。 

ネットワークの「名前」、「状態」、「IP アドレ

スの編集」を設定します。 

 

「状態」は、「パブリックネットワーク」、「プラ

イベートネットワーク」、「許可するネットワー

ク」より選択します。 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 
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パブリックネットワーク、プライベートネットワーク、許可するネットワークについての説明は以下の通りです。 

⚫ パブリックネットワーク： 

アンチウイルス製品、ファイアウォール、またはフィルターによって保護されないネットワークのステータス（インタ

ーネットカフェのネットワークなど）です。このようなネットワークに接続されているコンピューターのユーザーに対

して、ファイアウォールはこのコンピューターのファイルやプリンターへのアクセスをブロックします。外部ユーザー

は、このコンピューターの共有フォルダーからデータにアクセスすることも、このコンピューターのデスクトップにリモ

ートアクセスすることもできません。ファイアウォールは、各アプリケーションのネットワークの動作を、各アプリケー

ションに設定されたネットワークルールに従ってフィルタリングします。 

 

⚫ プライベートネットワーク： 

そのネットワークからユーザーがこのコンピューターのファイルやプリンターにアクセスすることを信頼するネットワー

ク（LAN またはホームネットワークなど）に割り当てます。 

 

⚫ 許可するネットワーク： 

コンピューターが攻撃されない、または不正にアクセスされない安全なネットワークに割り当てます。このステー

タスのネットワークの場合、ファイアウォールは指定されたネットワーク内のすべてのネットワークの動作を許可し

ます。 

 

本節は以上です。 
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3.2. 管理サーバーのプロキシサーバー設定 

インターネットへの接続がプロキシサーバーを経由する環境である場合、管理サーバーは定義データベース情報を

ダウンロードするためにプロキシサーバーの設定が必要となります。 

管理サーバーのプロキシサーバー設定は以下のように行います。 

(1) 管理コンソールにて「管理サーバー」を右ク

リックし、「プロパティ」を選択します。 

 

(2) 管理サーバーのプロパティが表示されます。 

「詳細」-「インターネットアクセスの設定」セ

クションで「プロキシサーバーを使用する」を

有効にし、必要な項目を設定します。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 

 

 

本節は以上です。 
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3.3. クライアントデバイスのプロキシサーバー設定 

クライアントデバイスのプロキシサーバーの設定は以下のように行います。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

(2) 「全般設定」-「ネットワークの設定」セクショ

ンを開きます。 

「プロキシサーバー設定」の「設定」をクリッ

クします。 
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(3) 「プロキシサーバー設定」画面が表示され

ます。 

「プロキシサーバーを使用する」を有効にし

て、必要な項目を設定します。 

 

※「プロキシサーバーを自動的に検出す

る」に設定した場合はOSの設定に従い動

作します。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 

 

 

本節は以上です。 
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4. タスクのスケジュール設定 

4.1. 定義データベースの更新スケジュールを設定する 

定義データベースの更新タスクの実行スケジュールを設定します。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「管理対象デバイス」の「タス

ク」タブを開きます。 

 

「アップデートのインストール」タスクを右クリ

ックし、「プロパティ」を選択します。 

 

(2) 「スケジュール」セクションを開きます。 

任意のスケジュールを設定します（スケジ

ュールの設定例は次ページ参照）。 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 

 

⚫ 「未実行のタスクを実行する」にチェックを入れておくと、設定したスケジュールの時刻に電源が OFF になっ

ていた端末は、次回起動後にタスクが実行されます。 

⚫ 「タスクを実行するまでの時間を自動的に設定する」にチェックを入れておくと、設定スケジュール以降でク

ライアントがランダムな時間を設定しタスクを開始します。この設定によって管理サーバーの負荷が分散さ

れます。（「2.4.デバイスへの定義データベース配信に伴う管理サーバー負荷を軽減」を参照してくださ

い。） 
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●スケジュール設定例 

スケジュール設定 概要 設定例 

N時間ごと 設定した開始日時から「N 時

間」間隔でタスクが実行される。 

間隔：1 時間ごと 

開始時間： 

2016 年 1 月 1 日 

09:00:00 

N日ごと 設定した開始日時から「N 日」

間隔でタスクが実行される。 

間隔：1 日ごと 

開始時間：09:00:00 

N分ごと 設定した開始日時から「N 分」

間隔でタスクが実行される。 

間隔：30 分ごと 

開始時間：09:00:00 

毎週 毎週指定した曜日、時間で 1

回実行される。 

毎週：月曜日 

開始時間：09:00:00 

毎月 毎月指定した日、時間で一回

実行される。 

毎月：1 日 

開始時間：09:00:00 

1回 指定した日時で一回実行され

る。 

実行日：2014/01/01 

開始時間：09:00:00 

手動 管理コンソールでタスクの「開

始」をクリックした際に実行され

る。 

「開始」クリック時 

アプリケーション開始時 OSが起動して、KESのサービス

が開始されてから 1 回実行され

ます。 

アプリケーション開始時 

タスクを実行するまでの時間：

15 分 

新しいアップデートがリポジト

リにダウンロードされ次第 

管理サーバーに新しい定義 DB

がダウンロードされ次第、1 回実

行される。 

(管理サーバーは 1 時間毎に定

義 DB をチェックしている。) 

新しいアップデートがリポジトリ

にダウンロードされ次第 

ウイルスアウトブレイク検知

次第 

ウイルスのアウトブレイクが発生し

たイベントをトリガーに 1 回実施

される。 

「ウイルスアウトブレイク」ステー

タスは別途定義される。 

他のタスクが完了次第 他のタスクが完了したことをトリガ

ーにして 1 回実施される。 

「他のタスク」を指定する。 

 

本節は以上です。 
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4.2. 各デバイスのスキャン実施完了日時を確認 

ウイルススキャンの最終実施時間はグループの「デバイス」タブの列情報にて確認することができますが、既定では

表示されません。 

この列の項目を設定することで、スキャン実施日時などの情報を表示することができます。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

「デバイス」タブを開き、「列の追加と削除」

をクリックします。 

 

(2) 「前回の完全スキャン」にチェックを入れま

す。 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 
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(3) 列の項目に、ウイルススキャンの最終実施

時間が追加され、実行時間を確認するこ

とができます。 

 

「前回の完全スキャン」列には完全スキャンタスクが最後に完了した時間が記録されます。 

記録される条件として、タスク設定のスキャン対象範囲に最低限、次の内容が含まれている必要があります。 

 

【スキャン対象領域】 

・カーネルメモリ 

・実行中のプロセスおよびスタートアップオブジェクト 

・ディスクブートセクター 

・すべてのハードディスク 

 

 

「前回の完全スキャン」が空白の場合、上記フォルダーを含むウイルススキャンが完了していない状態です。 

初期設定ではこの状態が 14 日以上続いた場合、もしくは上記フォルダーを範囲に含むウイルススキャン実施から

14 日以上経過した場合、各クライアントは「緊急」ステータスに移行します。 

 

本節は以上です。 
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4.3. スキャンタスクの作成 

スキャンタスクは既定で作成されません。以下の手順で、完全スキャンや範囲を指定したスキャンタスクを作成す

ることができます。 

 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

「タスク」タブを開き、「タスクの作成」をクリッ

クします。 

 

(2) 「タスク種別の選択」画面が表示されま

す。 

「KES」配下にある「マルウェアのスキャン」を

選択し、「次へ」をクリックします。 
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(3) 「スキャン範囲」画面が表示されます。 

 

ここでスキャンする範囲を設定します。 

既定では、完全スキャンに該当するメモリ

ーや全てのハードディスクなどが範囲として

含まれています。 

 

スキャンタスクの完了時間を「前回の完全

スキャン」列に表示させる場合、最低限以

下の項目のチェックが必要です。 

 

「カーネルメモリ」 

「実行中のプロセスおよびスタートアップオブ

ジェクト」 

「ディスクブートセクター」 

「すべてのハードディスク」 

 
 

(4) 「KES の処理」画面が表示されます。 

脅威を検出したときの処理を選択し、「次

へ」をクリックします。 
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(5) 「タスクを実行するアカウントの選択」画面

が表示されます。 

ここでは既定値のまま、「次へ」をクリックし

ます。 

 

(6) 「タスクスケジュールの設定」画面が表示さ

れます。 

任意の実行スケジュールを設定します。 

ここでは「手動」と設定し、「次へ」をクリック

します。 
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(7) 「タスク名の定義」画面が表示されます。 

任意のタスクの名前を入力し、「次へ」をク

リックします。 

 

 

(8) 正常に作成されたことを確認し、「完了」を

クリックします。 
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(9) 一覧に作成したタスクが表示されていること

を確認します。 

開始する場合、作成したスキャンタスクを

選択し、「開始」ボタンをクリックします。

（もしくはタスクを右クリックし「開始」を選

択します） 

 

(10) タスクの実行状況は詳細画面にて確

認することができます。 

 

(11) タスクが完了すると、詳細画面にて

「完了したデバイス数」に加算されます。 

「履歴の表示」をクリックすると、各デバイス

毎のステータスを確認することができます。 
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(12) 管理コンソールにて「管理対象デバイ

ス」を開きます。 

「デバイス」タブを開きます。 

「前回の完全スキャン」列に完全スキャンタ

スクが最後に完了した時間が記録されて

います。 

 

 

本章は以上です。 
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5. その他 

5.1. デバイス情報の削除方法（ライセンスの解放） 

契約期間中にデバイスの故障や交換など、入れ替えなどが発生した場合の設定をします。 

KSCの管理下にあるデバイスが破損した、または買い換えの為に利用しなくなったデバイスがある場合、KSCはし

ばらくの間※1 そのデバイスがまだライセンスを利用しているものとしてカウントします。  

そのため、不要なデバイスが発生した場合は、KSC 上からデバイスを削除してライセンスを開放してから新しく追

加するデバイスに KES と NA をインストールします。 

[※1]既定では、デバイスから管理サーバーへの接続がない状態で 60 日経過すると管理サーバーの管理下から外れ、

ライセンスを開放します。設定箇所は後述します。 

 

現在のライセンスの状態は、左側のコンソールツリーにて「カスペルスキーのライセンス」で確認できます。 

(1) 管理コンソールにて「カスペルスキーのライセ

ンス」を開きます。 

右画面にて確認したいライセンスを右クリッ

クし、「プロパティ」を選択します。 
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(2) ライセンスのプロパティ画面が表示されま

す。 

「デバイス」セクションを開くと、このライセン

スが割り当てられているデバイス情報を確

認することができます。 

 

 

続いて、デバイスを KSC の管理から外し、ライセンスを解放するには以下の手順を実施します。 

(1) 管理コンソールにてライセンスを解放したい

デバイスのグループ（ここでは「管理対象デ

バイス」）を開きます。 

「デバイス」タブを開き、該当のデバイスを右

クリックして「削除」を選択します。 

 

(2) 削除を確認するメッセージが表示されるの

で、「はい」をクリックします。 
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(3) グループから削除するとデバイスは「未割り

当てデバイス」に移動します。 

 

※端末の自動振り分け（資料「ポリシータ

スクの考え方」の「2.3 デバイスの自動振

り分け」）を使用している場合、再度グル

ープへ自動的に移動することがあります。 

この場合は管理コンソールにて「未割り当

てデバイス」の「プロパティ」を開き、該当す

る割り当てルールのチェックマークを“オフ”に

して一時的に振り分けを無効にしてくださ

い。 

 

 

(4) 管理コンソールにて「未割り当てデバイス」

を開きます。 

該当のデバイスを右クリックして「削除」を

選択します。 

 

(5) 削除を確認するメッセージが表示されるの

で、「はい」をクリックします。 

これでこのデバイス情報は KSC 上から完

全に削除されます。 
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(6) 削除するとライセンスが解放されます。 

ライセンスのプロパティの「デバイス」セクショ

ンにも対象のデバイスが表示されなくなりま

す。 

 

ライセンスが解放されたことを確認し、新しく追加するデバイスに KES と NA をインストールします。 

 

既定では、デバイスから管理サーバーへの接続がない状態で60日経過すると、管理サーバーからデバイス情報が自動的

に削除され、ライセンスも開放されます。これは管理グループに設定されています。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

右クリックし、「プロパティ」を選択します。 
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(2) グループのプロパティ画面が表示されます。 

「デバイス」セクションを開きます。 

既定では以下のように設定されています。 

 

・次の期間デバイスが不可視の場合管理

者に通知：7 日間 

通信がない状態で 7 日間経過すると管

理サーバーにイベントが記録されます。 

 

・次の期間デバイスが不可視の場合グルー

プから削除：60 日間 

通信がない状態で 69 日間経過する

と、自動的にグループからデバイスが削

除されます。 

 

デバイスを自動で削除されないようにする

場合は、「次の期間デバイスが不可視の

場合グループから削除」のチェックを外し無

効化します。 

 

 

 

本節は以上です。 

  



 

  32 

 

5.2. グループタスク開始・停止をユーザーに許可する 

管理サーバー上で作成されたグループタスクは、既定では管理下のデバイスを使用するユーザーが開始・停止す

ることはできません。ユーザーに操作権限を付与するには以下の設定を行います。 

(1) 右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

 

(2) 「ローカルタスク」-「タスク管理」を開きま

す。 

右画面にて「グループタスクの管理を許可

する」にチェックを入れます。 

 

設定後、「OK」をクリックして、設定を反映

させます。 
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(3) 「グループタスクの管理を許可する」が無効

の場合、ユーザーが KES のコンソールを開

いた際に操作するボタンは表示されず、ユ

ーザーはタスクに対し何もすることができま

せん。 

 

設定が有効の場合、タスクに「実行」ボタン

が追加され、ユーザーは手動でタスクを開

始することができます。 

また開始中のタスクを「停止」ボタンにて留

めることもできます。 

<ユーザーに操作権限がない場合> 

 
<ユーザーに操作権限がある場合> 

 
 

 

 

本節は以上です。  
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5.3. ローカルタスクの開始・停止をユーザーに許可する 

ローカルタスクとは、通常 KES をスタンドアロンで使用する場合に使用するタスクです。 

このタスクは管理サーバーの管理下であっても有効化することができ、ユーザーは KES 上で設定や操作することが

できます。 

既定ではタスクは表示されておらず、ユーザーが設定・開始・停止することはできません。タスクを表示させ、ユーザ

ーに操作権限を付与するには以下の設定を行います。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

(4) 「ローカルタスク」-「タスク管理」を開きま

す。 

右画面にて「ローカルタスクの使用を許可

する」にチェックを入れます。 

 

設定後、「OK」をクリックして、設定を反映

させます。 
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(2) 「ローカルタスクの使用を許可する」が無効

の場合、KES のコンソール上にはグループ

タスクのみ表示されています。 

 

 

設定が有効の場合、グループタスクのほ

か、ローカルタスクも表示されローカルタスク

の設定・実行・停止など操作ができるよう

になります。 

 

※グループタスクとローカルタスクの両方を実

行することができるため、スキャンタスクなど

の実行が重複し負荷がかからないよう、設

定にご注意ください。 

<ユーザーにローカルタスクの操作権限がない場合> 

 
<ユーザーにローカルタスクの操作権限がある場合> 

 
 

 

本節は以上です。 
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5.4. グレーウェアを検知対象に含める 

リモート接続アプリケーションなどは、それを操作する利用者によって正規なツールにも不正なツールにもなりえます。

既定ではこのようなグレーウェアのファイルを検知しません。検知するように設定するには以下のように設定します。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 

 

(2) 「全般設定」→「除外リストとオブジェクトの

種別」を開きます。 

「検知するオブジェクトの種別」の「設定」を

クリックします。 
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(3) 「アドウェア、オートダイヤラーなど」欄の「コン

ピューターや個人データに損害を与える目

的で犯罪者によって悪用される可能性の

あるソフトウェアを検出する」にチェックを入

れます。 

 

(4) チェックを入れると確認のメッセージが表示

されますので、「OK」をクリックします。 

 

(5) 「OK」をクリックして設定を反映させます。 

 

本節は以上です。  
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5.5. Windows 共有フォルダーへのアクセスを許可する 

KES をインストールしたデバイスは、既定で OS のファイアウォールが無効となり、KES のファイアウォールコンポーネ

ントが有効となります。 

KES のファイアウォールでは、以下の条件を満たすデバイス上にある Windows 共有フォルダーへのアクセスは可

能です。 

 

(1) プライベートネットワークに所属しているデバイス。（以下の IP アドレスが設定されているデバイス） 

 172.16.0.0/12 

 192.168.0.0/16 

 10.0.0.0/8 

 

(2) KES のファイアウォールで設定した「許可するネットワーク」に所属している。 

 

社内で使用しているクライアント PC は、(1)に該当することが多いと考えられます。 

上記以外に該当するクライアント PC に対して、共有フォルダーへのアクセスを許可する場合、「3.1 ファイアウォー

ル設定」を参照してネットワーク範囲を「許可するネットワーク(またはプライベートネットワーク)」に追加するか、以下

の様にファイアウォールを設定します。 

(1) 管理コンソールにて「管理対象デバイス」を

開きます。 

右画面にて「ポリシー」タブを開き、「KES」

のポリシーを右クリックして「プロパティ」を選

択します。 
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(2) 「脅威対策」-「ファイアウォール」を開きま

す。 

「ファイアウォールルール」内の「ネットワーク

パケットとデータストリームのルールを設定し

ます。」欄の「設定」をクリックします。 

 

(3) 「ネットワークパケットルール」タブで以下の

項目を右クリックして「許可」に設定しま

す。 

 

・ローカルポート経由の TCP 接続 

・ローカルポート経由の UDP 接続 

 

設定後、「OK」をクリックして設定を反映さ

せます。 

 

 

本章は以上です。 
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